
、未整備地区のうち、特に新曽地区の整 　雨水整備については、地区ごとの雨水計画を新たに立て、整

備が遅れており、整備を促進する必要がある。また、近年頻発 備の促進を図る。また、浸水被害が多い地区において、浸水対

する集中豪雨や大型化する台風に対し、緊急かつ効率的な浸水 策を実施し安心・安全の確保を図る。

対策を講じる必要がある。

　汚水整備については、おおむね予定どおり進捗している。

　雨水整備については、目標を達成したが、浸水被害を軽減するため、更なる浸水対策を検

Ｂ
討する。

　汚水整備については、今後、ストックマネジメント計画(令和２年度策定)に基づき、下水

道施設の更新を進める必要がある。また、雨水整備については、今後、継続的に浸水対策を

↑ 進める必要がある。これらのことから、計画策定・設計業務・工事監理に要する人員と予算

の増加が必要となる。

　汚水未整備地区については、早急に整備を進めること。また、雨水未整備地区については、早急に整備を進めるとともに、効率的かつ効

果的な浸水対策を実施すること。更に、下水道施設の老朽化の進捗状況を確認し適切な維持管理・更新を進めること。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月22日 作成者名 五條　宏 評価者名 石橋　功吏

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 上下水道部・下水道施設課

07 上下水道 上下水道部・上下水道経営課

63 公共下水道の普及促進

　市民生活の快適性を高めるため、下水道の普及を促進し、多くの市民の生活環境の改善や公衆衛生の向上を図ります。

　また、近年の都市型豪雨にも、市民が床上浸水などについて必要以上に不安を抱かず、安全で安心して暮らせるまちづく

りを実現します。　　　　

汚水整備事業

雨水整備事業

浸水対策事業

汚水整備率１ 新曽第一土地区画整理事業地区整備率
％ 80.5 52 55 59.4 69.6 74.9

(整備予定面積÷計画整備面積 )
汚水整備率２ 新曽第二・新曽中央地区内整備率

％ 37.1 19.3 22.9 25.4 31.2 35.4
(整備予定面積÷計画整備面積 )

雨水整備率 雨水整備率
％ 71.7 70.4 70.6 70.9 72.1 72.1

(整備予定面積÷計画整備面積 )

　汚水整備については、市全体の整備率が90%を超えているが 　汚水整備については、新曽第一地区及び新曽中央地区の整備

、未整備地区の早期解消に向け、整備を促進する必要がある。 を令和４年度までにおおむね完了させる。

　雨水整備については
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